












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































言及している研究もあり︑重要であるといえる︒しかし興味深いことに 今回の直筆原稿に限定して考えるならば︑相違点よりも︑浩々洞での対話や思想交流を感じる面が印象的であった︒本稿が 後 清沢研究 寄与するところがあるならば幸甚である︒
??
 
安冨信哉編︑山本伸裕校注﹃清沢満之集﹄岩波書店︑二〇一二年︑二九七頁︒
?
 
今村仁司﹃清沢満之語録﹄岩波
書店︑二〇〇一年︑四九〇頁︒
?
 
目次では﹁宗教的道徳と普通道徳との交渉﹂となっているが︑本文の標題は﹁宗教的道徳︵俗諦︶と普通道徳との交渉﹂となる︒岩波版﹃清沢満之全集﹄は 文の標題によっている︒
︵﹃全集﹄解題参照︶
︒
?
 ﹁よみがえる上宮寺の法宝物﹂
図録編集委員会編集
﹃よみがえる上宮寺の法宝物
　
蓮如上人如光上人五百回御遠忌記念﹄
太子山上
宮寺︑二〇〇四年︑一〇六頁︒
?
 
その後︑
二〇〇〇年度︑
構成案が修正され︑
二〇〇一年一〇月に岩波書店より全集を出版する方針となった︒
︵西本祐攝
﹁大谷大
学編﹃清沢満之全集﹄編纂の背景と課題﹂
﹃現代と親鸞﹄第三三号︑二〇一六年︑二八三頁参照︶
︒
?
 
安冨信哉﹁清沢満之﹃精神界﹄所載論文校訂集﹂
﹃大谷大学真宗総合研究所研究紀要﹄第一三号︑一九九六年︑九三～一二九頁︒
?
 
加来雄之﹁清沢満之と多田鼎の宗教言説観﹂
﹃親鸞教学﹄第八五号︑二〇〇五年︑二七～三一頁︒
?
 
山本伸裕
﹃﹁精神主義﹂は誰の思想か﹄法藏館︑二〇一一年︒
?
 
山本﹇二〇一一﹈
︑五九頁︒
上宮寺所蔵・清沢満之直筆「俗諦と道徳との交渉」注解
20
₁₀ 
山本﹇二〇一一﹈
︑六九頁︒
₁₁ 
筆者としては︑特に三つの精神主義の名で出版された論考を検証した点は説得力を有する山本の重要な指摘であると考えている︒また直筆原稿の存在しないものについての氏の指摘はあくまでも﹁可能性﹂を指摘したものであると理解している︒
₁₂ 
山本﹇二〇一一﹈
︑一一四頁︒傍点筆者︒
₁₃ 
山本﹇二〇一一﹈
︑一一五頁︒
₁₄ 
山本﹇二〇一一﹈
︑一一六頁︒
₁₅ ﹁この俗諦論の末尾部分に︑
﹁宗教と道徳の区別が明かでありて宗教者は宗教の分を守り︑道徳家は道徳の分を守りて各其能を尽
せば各其功績を国家社会に貢献することである﹂
とあるように︑
清沢は
﹁宗教﹂
と
﹁道徳﹂
は別領域に存すると押さえており︑
両
者が否定や緊張の関係を切り結ぶことを全く想定していなかった︒こうした言明から浮かび上がってくるのは︑清沢が現実の相対化を徹底するとともに︑
相
対化した現実をそのままで肯定していることである﹂
︵近藤俊太郎
﹁天皇制国家と
﹁精神主義﹂
─
清沢満之を中心に﹂
﹃現代と親鸞﹄第三三号︑二〇一六年︑二四〇頁︶
︒
₁₆ ﹃自筆原稿清沢満之﹄法藏館︑一九八〇年︒
₁₇ ﹁絶対他力の大道﹂は﹃臘扇記﹄から引用されるので︑精神主義期の原稿とはみなさなかった︒その他に︑
﹁喀血したる肺病人に
与ふるの書﹂の草稿︵一部分︶として﹁人生の根源﹂
︵﹃清沢満之全集﹄第六巻︑岩波書店︑二〇〇三年︑三二五～三二六頁︶と
いう原稿があったとされているが︑
﹃全集﹄では原稿自体は未確認となっており︑
﹃全集﹄に掲載された文章自体も︑草稿である
のでほとんど﹃精神界﹄所載のものと合致していない︒また﹁人生の根源﹂は一人称表現は﹁我﹂
︑﹁我等﹂を採用している︒
₁₈ 
山本﹇二〇一一﹈
︑五〇頁︒
₁₉ 
山本﹇二〇一一﹈
︑一〇三頁︒
₂₀ ﹁エピクテタス氏﹂
︵一九〇二年一二月︶の原稿には﹁吾人﹂を訂
正して﹁吾等﹂としている箇所がある︒この時期に一人称表現
の模索があった可能性があ ︒
₂₁ 
暁烏敏﹁清沢先生 信仰﹂
﹃暁烏敏全集﹄第八巻︑涼風学舎︑一九七七年︑四六二頁︒
₂₂ 
印刷学会出版部編﹃
﹃印刷雑誌﹄とその時代
─
実況・印刷の近現代史﹄印刷学会出版部︑二〇〇七年︑一五六頁︒
₂₃ 
ここでは原稿で挿入箇所と判断できるも を﹁
︷︸
﹂の記号を用いて翻刻している︒
₂₄ 
例えば︑中島岳志﹃親鸞と日本主義﹄新潮社︑二〇一七年︒
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₂₅ 
寺川俊昭講述﹃自己とは何ぞや
─
大谷派なる宗教的精神﹄無量塾︑二〇一〇年︑三七九～三八〇頁︒
︹︺内は筆者︒
₂₆ 
金子大榮
﹁清沢満之先生を偲んで
─
宗教のあり方について﹂
﹃清沢満之の思想とその展開﹄
清沢満之師生誕百年記念会︑
一九六
三年︒
₂₇ ﹃顕浄土真実教行証文類﹄
﹃定本
  親鸞聖人全集﹄法藏館︑一九六九年︑八一～八二頁︒
₂₈ 
金子大榮
﹁回向と摂化
─
﹃教行信証﹄
の諸問題
︵二︶
﹂﹃親鸞教学﹄
第九四号︑
二〇〇九年︒
この
﹁﹃教行信証﹄
の諸問題﹂
は金
子が一九七一 に大谷大学において講義したものの筆録である︒
₂₉ 
暁烏敏
﹃絶対他力﹄
弘文堂︑
一九五四年︒
﹃絶対他力﹄
は一九五二年暁烏敏の自坊で開かれた仏教講習会での復元原稿を整理した
ものである︒
₃₀ 
他の時期の早い指摘や︑他の浩々洞の門人の指摘があれば︑なお説得力があるが︑現段階ではわからない︒
₃₁ 
暁烏﹇一九五四﹈
︑五三
～七七頁︒
₃₂ 
佐々木月樵
﹁親子論﹂
／暁烏敏
﹁﹃歎異抄﹄
を読む
︵三︶
﹂︵﹃精神界﹄
第三巻第三号︑
一九〇三年三月︶
︒
楠龍造
﹁名号の意義﹂
︵﹃精
神界﹄
第三巻第五号︑
一九〇三年五月︶
などを参照︒
清沢満之の没後も︑
楠龍造
﹁他力教の地位及使命﹂
／佐々木月樵
﹁中心の循
環﹂
︵﹃精神界﹄
第三巻第六号︑
一九〇三年六月︶
などに
﹁絶待他力﹂
の語がキーワードとしてでてくる︒
﹁絶対他力﹂
と
﹁絶待他
力﹂の使い分けについては︑今後検討が必要である︒
₃₃ 
安冨信哉
﹁人間成就の教育
─
清沢満之の教育観﹂
︵﹃会報二〇一一年
︵平成二十三年︶
度﹄
二〇一四年︶
︑
名和達宣
﹁清沢満之と
その門下と ﹁対話﹂
─
安藤州一﹃清沢先生
　
信仰坐談﹄を読み解く﹂
︵﹃現代と親鸞﹄三二︑二〇一六年︶の指摘がある︒
₃₄ ﹁清沢満之︑暁烏敏宛書簡﹂
﹃清沢満之全集﹄第九巻︑岩波書店︑二〇〇三年︑三〇五頁参照︒
????直筆原稿﹁俗諦と道徳との交渉﹂と付属書簡につ
いては︑愛知県・上宮寺蔵であり︑上宮寺の佐々木宣祐氏の多大なるご理解ご協力
のもと︑
二〇一七年四月に閲覧・調査させていただいた︒
また直筆原稿
﹁我は此の如く如来を信ず
︵我信念︶
﹂
については︑
大谷大学
博物館蔵であり︑精密なカラー複写資料を閲覧させていただいた︒ここに記して感謝の意を表したい︒

